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神戸新聞「奥さま手帳」５月号 クリニック・ファイル に 院長 石井 洋光 取材記事

保険適用の治療法が増えた＜下肢静脈瘤＞ が掲載されました

この度、神戸新聞を購読されている方に配布される「奥さま手帳」2024年５月号 連載クリニック・ファイル
に、院長 石井洋光の取材記事が掲載されましたのでご紹介します。

記事内では、梅雨から夏にかけて悪化するとも言われている下肢静脈瘤について、
症状や原因、最新の治療法など質疑応答形式で分かりやすく説明しています。詳しく
は下記記事をご覧ください。

★ 下肢静脈瘤外来について

当院では、「下肢静脈瘤外来」を開設し、日本脈管学会認定脈管専門医の石井院長
を中心に、医師、看護師、コメディカルとの連携・協働によるチーム医療でエコー・
CT等の医療技術を駆使し、患者さまに負担の少ない低侵襲な治療に努めています。

足がだるい、むくんでいる。血管が浮き出ている、足の色が気になるなど、足の症
状に関するお悩み・お困りごとがありましたら、お気軽に当院にご相談ください。
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人工透析ひ尿器科じんけいクリニック ～ 水質管理について ～

臨床工学技士

副主任
はまだ とおる

浜田 貫

2024年１月に透析液安全管理研修会を受講してきました。透析治療の安全性を担保する
ために重要な透析液製造工程の運用・管理についての研修内容であります。

私たち臨床工学技士には清浄度の高い透析液を安定供給する責務があります。清浄度の
高い透析液では、エンドトキシン（ET）と生菌の検査項目をクリアすることが必須であり
ます。今回はETと生菌について説明していきたいと思います。

◎ はじめに

長期透析患者さんの重大な合併症として、透析アミロイドーシスが挙げられます。代表的
なものが指先の痛みや痺れを伴う手根管症候群です。これらの原因である物質は大きな物質
であり、除去するためには、大きな物質もある程度除去できる高性能なダイアライザーを使
用する必要があります。大きな物質が血液側から透析液側へ抜けるということは、透析液側
に含まれる生体に良くない物質が血液側に入ることになるわけです。このため、透析液に含
まれる生体によくない物質を取り除くため「透析液の清浄化」が必要なのです。

◎ エンドトキシン（ET）とは

透析液に含まれる有害物質で代表的なものがエンドトキシン（ET）になりま
す。ETとはグラム陰性菌（細菌）の死骸からでる毒素のことを言います。これ
は、「透析液の清浄化」において一番重要視されております。

私たちが普段使いしている水道水にもETは存在しますが、水道水を飲んだと
しても腸管で無害化されるため全く問題ありません。しかし透析治療ではダイ
アライザー（透析膜）を通過し血液中に流れ込んでしまいます。ETが血液中に
流れ込むと、発熱、血圧低下、血液凝固、多臓器不全などの症状を引き起こし
ます。

しかし、これらは大量のETが血液中に流れ込んだ場合に起こる症状であり、
臨床現場では透析の機械にET補足フィルター（ETRF）というものを装着してお
ります。そのため、大量のETが血液中に流れ込むことは通常起こり得ません。
しかし低濃度のETが持続的に流入した場合には、慢性的な炎症状態となり、そ
れが原因となって栄養状態が悪くなり動脈硬化の促進などを引き起こします（
MIA症候群）。

よってETは基準値内で限りなく低く抑える必要があることが言えます。ET
測定は装置より透析液を採水し、専用の機械で毎月測定しております。

◎ 生菌とは

生菌とは、一般細菌・従属栄養細菌の総称です。生菌がETを発生させる原因
となります。洗浄剤などで生菌を死滅させると、ET濃度が上昇する可能性があ
ります。ETが基準値未満であっても、生菌が多数存在している可能性があるこ
とが近年明らかとなってきました。ETの測定のみでは十分な清浄度を担保する
ことができないため、同時に生菌の測定も必須なのです。

当院では、透析液を培地で菌が繁殖しやすい環境の下、1週間放置したうえ
で菌の有無を調べるメンブレンフィルター法という測定方法を採用しており、
ET測定同様に毎月測定しております。

当院では超純水透析液を使用しており、日本透析医学会が定める最も厳しい
水質基準を上回る数値を達成しております。超純粋透析液とは、厳密な管理の
もと、微量のエンドトキシンなどの不純物が混入していない透析液のことを指
します。透析患者さまがいつまでも元気で長生きするために、超純水透析液は
必須項目なのです。これからも臨床工学技士全員で「透析液の清浄化」に励ん
で参ります。今後ともよろしくお願い致します。
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